
“ふるさとを愛し、夢に向かって たくましく生きる子ども”      

 

 

 

 

 

１学期をふり返って 
 夏休みに入ってすぐ、職員で 1学期を振り返るための会議を行いました。たくさんありますが全

体に関係するものをご報告します。これに基づいて２学期の教育活動に取り組みます。 

①タブレット端末に関しては、ＩＣＴ主任を中心に積極的に活用することができた。子どもたち 

も短時間で基本操作を覚え、効果的に使うことができた。２学期以降、ネットモラルやリテラ 

シーについても継続して指導をする。 

②異学年交流は、学習面だけではなく他者を尊重しいたわること、感謝の気持ちを持つことなど 

心情面での効果が高かった。２学期以降も組み合わせを変えて継続していく。 

③諸活動について、なぜそれが必要なのか、到達点はどこなのかを子どもたちに明示したうえで 

主体的な活動を促すよう取り組んでいく。 

終業式の校長講話 
７月２１日の終業式では次のような話をしました。長い夏休み、時間を上手に使ってほしいと思い

ます。 

桜の花とともに始まった今年度も、あっという間に学校の周りのたくさんの場所で、さまざまな

花が咲き誇り、命の力強さを感じさせる夏の季節となりました。７１日間の 1学期を終えて、明日

から待ちに待った夏休みです。まずは 1学期を振り返ってみましょう。学校全体で考えると、去年

に比べて、まだまだすべてではありませんが、できることが多くなった１学期だったと思います。

最近、皆さんが成長したなぁと私が思うことのひとつを紹介します。私は、急な用事がない限り、

朝は昇降口に立っているのですが、裏の畑に水やりに行く４年生、５年生の皆さんは、私に目的を

わかりやすく伝えた上で、体育館の脇を通っていいか許可をもらいにきます。なぜなら、体育館脇

の通路は給食関係の車両が多く通るので、一日中どの場面でも先生に許可をもらって通ることにな

っているからです。４年生、５年生の皆さんはそれぞれが登校するとそれぞれのタイミングで水や

りに行きます。すでに校舎内で他の先生に断っているのかもしれません。しかもそれは毎日のこと

なので、私はその人たちが何をしにどこを通るのか知っていますし、安全に気をつけてくれればダ

メとは言わないのは、皆さんもわかっているのでしょうが、それでも多くの人が毎回断ってくれま

す。実は、これはとても重要なことです。ルールや約束でそうなっているのだから、緊急事態でな

い限りいつだってそれを守らなければなりません。状況を考えて行動する、そんな資質が身につい

ているのです。とてもうれしく感じています。これが私の１学期の振り返りのひとつです。 

皆さんにとってどんな７１日間でしたか。皆さんが１学期に頑張ったことは何ですか。４月に自

分が考えた通りにやりたいことはできましたか。逆にがんばることができなかったこと、うまくい

かなかったことは何ですか。終業式は１学期と２学期の区切りです。少し難しい言葉で「節目」と

いいます。この節目に今までの４ケ月間をふり返りましょう。私は、学校は失敗してもいい場所だ

と思っています。命に関わることや、大けがをすること、人の体や心を傷つけること以外は、学校
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の中での失敗はあとから必ず自分のためになると思います。勉強もそうだし、いろいろな活動もそ

うですが、絶対に失敗しないように大人が敷いたレールの上をただ進んでいるだけでは、何の学習

にもならないし、成長もしないと思っています。必要なのは、自分で考えて計画を立て実行するこ

と。そして、自分の行動を振り返って、なぜうまくいったのか、どうしてうまくいかなかったのか

を考えて次に生かすことが大切です。授業の最後に振り返りを行うのも同じ理由です。時間を作っ

て１学期の振り返りをしっかりとやってください。ぜひ、今日中にやりましょう。もうやったよと

いう人も、２学期に向けてのめあてをじっくりと考える時間を作るのもいいかもしれません。必ず

自分のためになります。 

さて、今年の夏休みは２８日間あります。もう計画はできていますよね。これから、働き方や仕

事の種類が変わってくるとどうなるかわかりませんが、今のところこれだけ長い日数にわたる休み

があるのは学校に通っているときだけです。中学校に入ると、部活動などに使う時間も出てくるの

で、自分で時間の使い方を計画して自分のやりたい勉強をすることができるのは小学校のときだけ

かもしれません。もちろん、やらなければならない宿題のために使う時間も必要にはなりますが、

広野っ子２０２１チャレンジ夏のように、何をするかをおうちの人と相談しながら自分で決めて取

り組む学習もあります。自分でしっかりと時間の使い方を決めて学習に取り組んでください。自分

で決めるということが大切です。学童に行く皆さんも学童での学習の時間は決まっていますが、そ

の時間をどう使ってどう学習するかは自分で考えますよね。休み中は、家にいようが学童にいよう

が親戚の家にいようが、学習時間を決めてしっかりと勉強するのは当たり前のことですからね。ま

た、家族の一員としてのおうちの手伝いも学校があるとき以上にやらなければならないことだと思

います。そしてやらなければならない学習とは別に、自分が興味を持ったことを深掘りしてみては

いかがでしょう。例えば、地球温暖化という言葉をよく聞きますが、温暖化がなぜいけないのか知

っていますか。ここに「気温が１度上がると、どうなるの？」という本があります。読んでみると

いろいろなことがわかってきますよ。５年生と６年生のみなさんの中には、先日のユニクロさんの

出前授業を受けてアフリカに興味を持った人もいるかもしれません。そんな人には「ポリぶくろ、

１まい、すてた」という本を紹介します。ＳＤＧｓに興味のある人には「マークで学ぶＳＤＧｓ 

家でみつかるマーク」という本もあります。世界の国々に興味がある人向けの本もありますよ。低

学年の皆さんには少しむずかしいかもしれませんが、いつでもお貸ししますので、時間のあるとき

に校長室にどうぞ。興味のある内容の本をじっくりと読む時間を取るのも長い休みならではのこと

ですね。 

皆さんが夏休みをどのように過ごすかは、自分でじっくり考えた計画かどうかということと、自

分で決めた計画をどのように実行するかということしだいです。やらなければならないことをきち

んとやった上で、自分がやりたいこと、自分が興味を持っていることに積極的に取り組んでみるこ

とは、世界を変える大きな力になります。どうぞ感染症や熱中症、さらに水の事故などに充分注意

して、楽しく思い出に残る時間をつくってください。８月１９日、充実した顔で元気に登校する皆

さんの姿を見るのを楽しみにしています。よい夏休みをお過ごしください。 

 ８月 

１９日 ２学期始業式 

２３日 夏休み作品展（～２７日） 

２６日 登校班リーダー会 

９月（上旬まで） 

２日 ４・５年自然体験教室（～３日） 

９日 １～３年ミュージカル鑑賞 

１０日 危機回避学習④「火災」 

次回は9月1日に発行いたします。 


